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日朝関係には未だに不透明な部分が多く、日本国民に対して明らかにされていない

事項が多い。そこで、本研究では、モンゴル・北朝鮮・日本の実務家・研究者へのイ

ンタビュー、史料調査を綿密に行うことによって日朝関係の未解明の諸問題を明らか

にし、正確な情報をモンゴル・北朝鮮・日本の国民に提供することにより、日朝関係

の改善、ひいては北東アジアの平和の実現に貢献することをめざした。  

 本 研 究 に よ り 以 下 の 事 実 が 明 ら か に な っ た 。 第 一 に 、 モ ン ゴ ル と 北 朝 鮮 が

常 に 緊 密 な 友 好 関 係 に あ っ た わ け で は な い と い う 事 実 で あ る 。 モ ン ゴ ル は 19

48年 10月 に ソ 連 に 次 い で 2番 目 に 北 朝 鮮 と 国 交 を 樹 立 し 、 モ ン ゴ ル ・ 北 朝 鮮

相 互 援 助 条 約 （ 1953年 ） に 従 い 、 1万 頭 の 馬 を 北 朝 鮮 に 寄 贈 す る と と も に 、 1

960年 代 に は 400人 以 上 の 北 朝 鮮 戦 争 孤 児 を モ ン ゴ ル で 養 育 す る な ど 緊 密 な 関

係 を 築 い た 。 し か し 、 中 ソ 関 係 が 悪 化 す る と 北 朝 鮮 は 中 国 寄 り の 姿 勢 を 取 り

、 親 ソ 連 の モ ン ゴ ル と の 関 係 は 緊 張 し た 。 1980年 代 半 ば に ソ 連 と 中 国 の 関 係

が 改 善 さ れ る と 再 び モ ン ゴ ル と 北 朝 鮮 の 関 係 は 改 善 し 、 モ ン ゴ ル と 北 朝 鮮 は

友 好 協 力 条 約 （ 1986年 ） を 締 結 し て 、 1988年 に は 金 日 成 主 席 が モ ン ゴ ル を 訪

問 し た 。  

第 二 に 、 モ ン ゴ ル が 社 会 主 義 を 放 棄 し た に も 関 わ ら ず 、 む し ろ 北 朝 鮮 は モ

ン ゴ ル と の 文 化 協 力 を 強 化 し よ う と 努 力 し て き た 事 実 で あ る 。 1990年 の モ ン

ゴ ル の 民 主 化 以 後 、 モ ン ゴ ル と 北 朝 鮮 の 関 係 は 一 時 的 に 疎 遠 に な っ た が 、 北

朝 鮮 は 市 場 経 済 化 を 進 め る モ ン ゴ ル に 関 心 を 持 ち 、 北 朝 鮮 の 教 育 大 臣 を モ ン

ゴ ル に 派 遣 し て モ ン ゴ ル 国 立 大 学 と 金 日 成 総 合 大 学 は 交 流 協 定 を 締 結 し 、 金

日 成 総 合 大 学 に モ ン ゴ ル 語 学 科 を 開 設 し た ほ か 、 モ ン ゴ ル で 開 催 さ れ た 「 ア

ジ ア 現 代 美 術 展 」 （ 2016年 8月 ） に 北 朝 鮮 が 代 表 団 を 派 遣 す る な ど 、 文 化 面

で の 交 流 を 強 化 し て き た の で あ る 。  

第 三 に 、 北 朝 鮮 は モ ン ゴ ル の 主 催 す る 国 際 会 議 に は 代 表 団 を 派 遣 し 、 ま た

モ ン ゴ ル 政 府 が 日 本 政 府 の 意 見 を 代 弁 す る 際 に は 北 朝 鮮 は 耳 を 傾 け る と い う

事 実 で あ る 。 モ ン ゴ ル 戦 略 研 究 所 が 2013年 以 降 開 催 し て い る 国 際 会 議 「 ウ ラ

ン バ ー ト ル 対 話 」 に 北 朝 鮮 は 代 表 団 を た び た び 派 遣 し て お り 、 2014年 8月 に

モ ン ゴ ル で 開 催 さ れ た 「 北 東 ア ジ ア 市 長 フ ォ ー ラ ム 」 に も 北 朝 鮮 は 代 表 団 を

派 遣 し て い る 。 ま た 、 モ ン ゴ ル 政 府 は 日 本 政 府 の 拉 致 問 題 に 関 す る 立 場 に 繰

り 返 し 支 持 を 表 明 し て い る に も 関 わ ら ず 、 2013年 に 北 朝 鮮 は モ ン ゴ ル の エ ル

ベ ク ド ル ジ 大 統 領 の 訪 問 を 受 け 入 れ て い る 。  

こ れ ら の 事 実 か ら は 、 北 朝 鮮 は モ ン ゴ ル に 特 殊 な 役 割 を 期 待 し て い る の で

は な い か と 推 測 さ れ る の で あ る 。 モ ン ゴ ル が 北 朝 鮮 と の 関 係 で 担 う 役 割 は ま

だ 明 確 で は な い が 、 今 後 、 日 本 に と っ て モ ン ゴ ル の 存 在 は 重 要 な 意 味 を 持 っ

て く る だ ろ う 。  
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